下記の和解書は，獣医師の過失が明らかでない場合に，見舞金を支払う事で解決する場合に即した和解書のひな形です。

より多くの場合に利用出来るように最小限の記載としておりますので，その他必要事項は加筆が必要です。

また，本書面を利用する場合でも出来るだけ当事務所に事件内容を相談してから利用されることをお勧め致します（東京都獣医師会員かつポータルサイトプレミアム会員の方は相談無料です）。

本和解書を利用したことによる法的紛争や賠償責任については責任を負いかねますので，全て自己責任でご利用下さい。また，本和解書を含む全てのホームページコンテンツの著作権は全て弁護士法人フラクタル法律事務所に帰属しますので，改変や流用は禁止されます。
和解書
（飼主さんの名前を入れます）（以下「甲」という）と（獣医師の名前又は法人名を入れます。名前と病院名が異なるときには，山田獣医院こと山田太郎のように両方記入しましょう）（以下「乙」という）とは，乙が甲の飼い（ペットの種類と名前を入れましょう。例　犬タロウ）に対して行った治療の件（以下「本件」という）に関して，本日，次のとおり和解が成立したので，本和解書を２通作成し，甲と乙が各自一通を所持する。

１　乙は甲に対し，本件御見舞金として，金（支払う金額を入れます）万円を，（支払期限を入れます）限り，下記甲指定口座に振り込む方法によって支払う。振込費用は乙の負担とする。（後に支払った支払っていないという争いを無くすため，また領収書代わりとするため，支払は銀行振込で行う事をお勧めします。）
記

○○銀行　○○支店

普通預金　口座番号○○○○
名義人　○○○○
２　甲及び乙は，本件和解内容を法律上正当な義務のある場合を除き口外しない。
３　甲及び乙は，本和解書に定めるほか，何らの債権債務が存在しないことを相互に確認する。

平成　　年　　月　　日

甲：住所　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　印
乙：住所　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　印

以下余白
